
　
日
本
の
新

型
コ
ロ
ナ
は

第
8
波
だ
け

で
過
去
最
高

の
2
・
7
万
人
超
の
死
者
と
な

り
、
合
計
で
7
・
4
万
人
を
超

え
た
。
京
都
の
第
6
〜
8
波
で

の
死
亡
者
は
1
3
4
0
人
で
そ

の
う
ち
自
宅
で
57
人
、
高
齢
者

施
設
な
ど
で
2
2
1
人
と
計
2

7
8
人（
20
・
7
％
）が
入
院
で

き
ず
に
亡
く
な
っ
た
。
病
院
や

高
齢
者
施
設
な
ど
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
多
発
し
、
入
院
医
療
が

逼
迫
し
た
の
が
大
き
な
原
因

で
、
入
院
で
き
ず
施
設
に
留
め

置
か
れ
、
医
療
に
つ
な
が
ら
ず

亡
く
な
る
と
い
う
留
め
置
き
問

題
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
▼
国

は
専
門
医
な
ど
を
派
遣
し
て
施

設
で
コ
ロ
ナ
を
診
る
と
い
う
指

針
を
出
し
た
が
、
施
設
で
の
ケ

ア
は
不
可
能
と
い
う
と
こ
ろ
が

多
い
。
や
は
り
何
と
か
入
院
で

き
る
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
る

▼
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

が
5
類
感
染
症
に
な
り
、
診
療

報
酬
特
例
や
補
助
金
は
減
額
、

入
院
は
全
て
の
病
院
で
受
け
入

れ
、
特
に
高
齢
者
を
中
心
に

「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
な
ど

で
の
受
け
入
れ
を
促
す
と
の
こ

と
。
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
簡
単
に

は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
実
現

す
れ
ば
高
齢
者
施
設
な
ど
か
ら

は
期
待
さ
れ
る
▼
東
京
都
医
師

会
は
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
将
来

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
災
害
に

備
え
る
と
し
て
、
平
時
か
ら
1

千
床
規
模
の
臨
時
医
療
施
設
を

用
意
す
る
構
想
を
発
表
し
た
。

平
時
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

都
内
の
病
院
職
員
向
け
に
訓
練

を
実
施
。
有
事
に
は
登
録
者
に

医
療
活
動
に
従
事
し
て
も
ら

う
。そ
ん
な
こ
と
で
き
る
の
か
な

ど
言
わ
ず
期
待
し
た
い
。 

（
彦
）

　
政
府
は
、
2
月

10
日
の
閣
議
で

「
全
世
代
型
社
会

保
障
」
構
築
に
向

け
健
康
保
険
法
な

ど
の
改
定
案
を
決

定
し
、
国
会
で
審
議
中
で
あ

る
。
2
0
2
2
年
10
月
か
ら
75

歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
が

2
割
に
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

75
歳
以
上
の
医
療
保
険
料
を
24

年
度
か
ら
25
年
度
に
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
年
収
1
5
3
万
円

超
が
対
象
と
な
っ
て
、
全
体
の

4
割
が
該
当
す
る
。
こ
の
後
期

高
齢
者
負
担
分
が
4
月
か
ら
50

万
円
に
増
額
す
る
出
産
育
児
一

時
金
に
充
て
ら
れ
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
物
価
上
昇
は

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
若
い

子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、
子

ど
も
が
熱
を
出
す
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ

す
る
と
言
う
。
コ
ロ
ナ
？　
イ

ン
フ
ル
？　
検
査
や
治
療
費
は

苦
し
い
家
計
に
は
痛
い
出
費

で
、「
薬
局
で
解
熱
剤
を
買
っ

て
飲
ま
せ
て
様
子
を
見
て
い

る
」
と
若
い
母
親
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
万
一

の
重
篤
な
事
態
を
招
き
か
ね
な

い
。

　
協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
子
ど

も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
」
が
、
か

ね
て
か
ら
京
都
府
に
要
望
し
て

い
た
子
育
て
支
援
医
療
助
成
費

の
拡
充
で
あ
る
が
、
府
は
小
学

校
卒
業
ま
で
（
残
念
な
が
ら
今

回
中
学
生
ま
で
と
は
な
ら
な

か
っ
た
が
）
通
院
負
担
を
月
2

0
0
円
と
し
、
今
秋
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
せ
め
て

義
務
教
育
期
間
ま
で
延
長
す
る

よ
う
、
府
へ
の
要
望
を
続
け
た

い
。
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会

を
支
え
て
い
く
若
い
世
代
が
生

活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
さ
ら
に
活
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
月
か
ら
保
険
医
年
金
の
募

集
を
開
始
し
た
。
各
受
託
生
保

会
社
に
割
り
振
る
責
任
準
備
金

の
引
受
割
合
（
シ
ェ
ア
）
を
変

更
し
、
2
月
1
日
よ
り
保
険
医

年
金
の
加
重
平
均
を
0
・
0
3

0
％
増
加
し
、
予
定
利
率
は

1
・
1
7
0
％
が
適
用
さ
れ

る
。
将
来
に
向
け
て
の
生
活
設

計
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
保
険

医
年
金
の
加
入
、
増
額
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。
申
込
締
切
は

6
月
20
日
ま
で
。

　
ま
た
、
団
体
割
引
が
20
％
の

学
生
・
こ
ど
も
総
合
保
険
も
取

り
扱
っ
て
い
る
（
途
中
加
入
も

可
能
）。
子
ど
も
の
思
わ
ぬ
け

が
や
賠
償
事
故
の
際
に
心
強
い

保
険
で
あ
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
指
の
骨
折
を
二
度

も
起
こ
し
た
私
の
娘
だ
っ
た

が
、
保
険
に
入
っ
て
い
て
助

か
っ
た
。
万
一
扶
養
者
に
事
故

が
あ
っ
た
時
の
育
英
費
用
の
補

償
も
あ
る
。
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

長
引
く
深
刻
な
物
価
上
昇
を
懸
念

若
い
世
代
が
生
活
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
、

理
事
長
・
副
理
事
長
・
監
事

の
選
挙
公
示
を
3
月
25
日

（
本
紙
第
3
1
4
2
号
）
に

行
い
、
立
候
補
届
出
を
4
月

5
日
午
後
4
時
に
締
め
切
っ

た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
定
数
内

の
立
候
補
で
あ
っ
た
た
め
、

投
票
を
行
わ
ず
代
議
員
会
議

長
が
立
候
補
者
を
も
っ
て
当

選
人
と
決
定
し
た
（
選
挙
規

定
第
16
条
）。

　
氏
名
は
左
掲
の
通
り
。
任

期
は
2
0
2
3
年
6
月
1
日

よ
り
2
0
2
5
年
5
月
31
日

ま
で
。

理 事 長
鈴
す ず き

木　　卓
たかし

（中京西部）再
副理事長

内
う ち だ

田　亮
あきひこ

彦（下京東部）再
福
ふくやま

山　正
ま さ き

紀（上京東部）再
林
はやし

　　一
ひ と し

資（西　　京）再
渡
わたなべ

邉　賢
け ん じ

治（西　　陣）再
茨
いばらぎ

木　和
かずひろ

博（綴　　喜）再
監　　事

増
ま す だ

田　道
みちひこ

彦（宇治久世）再
名
な ぐ ら

倉　良
りょういち

一（西　　京）再
（届出順、敬称略）

協　会
役員選

理
事
長
に
鈴
木
氏
再
選

　
協
会
は
5
月
8
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
現
在

の
2
類
相
当
か
ら
5
類
へ
移
行

す
る
に
あ
た
り
、
代
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

93
％
が「
移
行
後
」対
応

　
ま
ず
、
現
在
の
発
熱
患
者
へ

の
対
応
で
は
、「
対
応
し
て
い

る
」
が
78
％
、「
対
応
し
て
い

な
い
」
が
22
％
と
回
答
。

　
5
類
移
行
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
、「
発
熱
外
来
と
し
て
時

間
的
・
空
間
的
分
離
等
を
し
て

診
療
す
る
」
が
39
％
、「
コ
ロ

ナ
禍
以
降
の
感
染
対
策
を
一
部

緩
和
し
て
診
療
す
る
」
が
37

％
、「
一
般
外
来
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
体
制
で
診
療
す
る
」
が

17
％
で
、
合
わ
せ
て
93
％
が
何

ら
か
の
形
で
「
対
応
す
る
」
と

答
え
た
。「
原
則
と
し
て
診
療

し
な
い
ま
た
は
他
の
医
療
機
関

を
紹
介
す
る
」
は
5
％
で
あ
っ

た
（
図
1
）。

感
染
急
拡
大
な
ど
を

懸
念

　
5
月
8
日
以
降
の
懸
念
に
つ

い
て
複
数
回
答
で
尋
ね
る
と
、

「
感
染
の
急
拡
大
」
59
％
、「
診

療
報
酬
上
の
特
例
点
数
の
廃

止
・
縮
小
」
44
％
、「
マ
ス
ク

な
し
受
診
な
ど
院
内
感
染
リ
ス

ク
の
増
加
」と「
入
院
調
整
の
煩

雑
化
」が
41
％
、「
公
費
負
担
廃

止
に
よ
る
受
診
・
検
査
の
手
控

え
」39
％
、「
感
染
防
止
対
策
等

へ
の
補
助
金
の
廃
止
・
縮
小
」

34
％
な
ど
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
2
）。

76
％
が
入
院
調
整
に

不
安

　
段
階
的
に
医
療
機
関
に
委
ね

ら
れ
る
入
院
調
整
に
つ
い
て
複

数
回
答
で
尋
ね
る
と
、「
入
院

先
を
確
保
で
き
て
い
る
、
目
途

が
あ
る
」
は
わ
ず
か
5
％
で

あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、「
入

院
先
を
確
保
で
き
る
か
不
安
」

が
76
％
と
高
く
、「
行
政
に
よ
る

入
院
調
整
は
継
続
し
て
ほ
し

い
」も
59
％
と
な
っ
た（
図
3
）。

公
費
負
担
の
継
続
等

求
め
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
、
国
や
京
都
府
に
求

め
た
い
こ
と
も
複
数
回
答
で
尋

ね
る
と
、「
公
費
負
担
の
継
続
」

49
％
、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

償
化
継
続
」
46
％
、「
検
査
や

発
熱
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
へ

の
補
助
金
」
44
％
、「
コ
ロ
ナ

特
例
点
数
の
継
続
」
39
％
な
ど

で
あ
っ
た
（
図
4
）。

　
協
会
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
国
や
府
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。

入院調整や感染急拡大などに不安
新型コロナ５類移行について代議員アンケート

その他  2％ 発熱外来として
診療する   39％

一部緩和して
診療する   37％

一般外来として
診療する   17％

診療しない
他院に紹介
            5％

鈴木　卓 氏

実
施
時
期
＝
2
0
2
3
年
4
月
7
日
～
4
月
14
日

対
象
者
＝
代
議
員
85
人　

回
収
数
＝
41（
回
収
率
48
％
）

図 1　５類移行後の対応

図 2　５類移行後の懸念（複数回答）

感染の急拡大
診療報酬上の特例点数の廃止・縮小
マスクなし受診など院内感染リスク増加

入院調整の煩雑化
公費負担廃止による受診・検査の手控え
感染防止対策等への補助金の廃止・縮小

変異株への対応の遅れ
重症化してからの受診の増加

コロナ受入病院の減少
医療逼迫の更なる深刻化
検査事業の廃止・縮小
宿泊療養施設の廃止

コロナ・発熱者対応医療機関の減少
検疫の除外

後遺症の増加
治療薬の流通・入手への影響

懸念点は全くない
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17％
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15％
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図 3　入院調整について（複数回答）

入院先を確保できるか不安

行政による入院調整は継続
してほしい

入院先の確保は目途がある

0 10 20 30 40 50 60 70 80

76％

59％

5％

図 4　国や京都府に求めたいこと（複数回答）

公費負担の継続

ワクチン接種の無償化継続

検査や発熱患者受入れ医療機関への補助金

コロナ特例点数の継続

受入病院への補助金

診療報酬のコロナ関連点数の拡充

保健所職員の増員

PPEの無償配布

後遺症対策の強化

感染者の全数把握
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協
会
は
下
京
西
部
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
2
月
2
日
に
ウ
ェ

ブ
会
議
に
て
開
催
し
た
。
地
区

か
ら
9
人
、
協
会
か
ら
6
人
が

出
席
し
、
下
京
西
部
医
師
会
の

岡
林
秀
興
副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
同
会
の
中
野
昌
彦
会
長
が

「
協
会
に
は
、
日
々
会
員
の
た

め
に
活
動
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。鈴

木
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

協
会
か
ら
の
テ
ー
マ「
コ
ロ
ナ

禍
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
と
被
保
険
者
証
廃
止
の
動

き
」に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
の
5
類
移
行
で
行
政
の
相

談
窓
口
や
入
院
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
入
院
調

整
、
病
院
建
物
外
で
の
発
熱
外

来
、
軽
症
者
の
ホ
テ
ル
療
養
の

三
つ
が
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

す
る
。
医
療
機
関
の
感
染
対
策

を
こ
の
ま
ま
続
け
る
と
か
か
り

つ
け
医
の
負
担
が
大
き
く
な

り
、
受
診
難
民
が
多
く
発
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
」
と
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
協
会
は
、「
右
京
医
師
会
で

は
病
院
の
プ
レ
ハ
ブ
で
発
熱
外

来
を
実
施
し
、
地
区
の
会
員
が

出
務
さ
れ
た
。
協
会
は
公
的
発

熱
外
来
の
処
置
を
要
望
し
て
き

た
が
、
地
域
で
の
活
動
を
支
え

運
用
で
き
る
形
に
す
れ
ば
、
一

定
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
一
例

だ
。
5
類
感
染
症
に
す
る
に
し

て
も
、
通
常
医
療
に
丸
投
げ
で

は
な
く
、
必
要
な
施
策
を
し
な

が
ら
段
階
的
に
移
行
す
る
よ
う

に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
工

夫
、
実
践
、
提
案
が
で
き
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
発
揮
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
地
区
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
た

時
の
受
入
体
制
が
整
っ
て
お
ら

ず
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
た
め
、

本
来
な
ら
地
域
の
医
療
機
関
に

行
く
よ
う
な
症
状
で
も
救
急
車

を
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
京
都
市
内
を
八
つ
に
分
け

て
チ
ー
ム
を
作
り
、
集
団
で
あ

た
れ
ば
ク
ラ
ス
タ
ー
を
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
協
会
の
言

う
よ
う
に
行
政
か
ら
地
域
に
医

療
提
供
の
場
所
を
設
け
て
も
ら

え
れ
ば
、
地
域
の
医
師
が
出
務

し
て
発
熱
外
来
の
対
応
が
で
き

る
。
協
会
か
ら
も
提
案
し
て
ほ

し
い
」と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、「
特
に
70
歳
以
上

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
が
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
と
死
亡
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
る
。
症
状
に
合
わ
せ
た
対
策

が
基
本
で
あ
り
、
5
類
に
無
理

や
り
押
し
込
む
対
応
は
ほ
と
ん

ど
現
実
味
が
な
い
。
各
地
区
で

そ
う
い
う
形
で
診
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
強
く
訴
え
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
た
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
に
つ
い
て
、
協
会

か
ら
は
「
実
態
と
し
て
政
府
が

考
え
て
い
る
よ
う
に
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
。
医
療
機
関
の
選

択
肢
を
広
げ
る
運
動
を
続
け

て
、
義
務
化
に
よ
る
閉
院
が
1

軒
も
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
同
会
の
武
田
純
副

会
長
よ
り
こ
の
地
域
は
観
光
客

が
多
く
、
予
期
せ
ぬ
感
染
や
変

異
株
な
ど
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染

が
懸
念
さ
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な

団
体
か
ら
行
政
へ
働
き
か
け
る

こ
と
が
非
常
に
大
事
で
、
協
会

も
我
々
と
連
携
し
て
行
政
へ
働

き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

　
協
会
は
与
謝
・
北
丹
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
2
月
4
日
に

ウ
ェ
ブ
併
用
で
開
催
し
た
。
地

区
か
ら
は
与
謝
8
人
、
北
丹
5

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
。

北
丹
医
師
会
・
安
井
俊
雄
副
会

長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

　
同
会
の
齊
藤
治
人
会
長
か
ら

「
5
月
8
日
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
の
5
類
移
行
が
発
表
さ
れ
た

が
、
移
行
後
の
提
供
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
義
務
化
、
か
か
り
つ

け
医
の
法
制
化
な
ど
た
く
さ
ん

の
課
題
が
あ
り
、
教
え
て
ほ
し

い
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。
鈴
木

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
協

会
か
ら
の
話
題
提
供
「
コ
ロ
ナ

禍
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
と
被
保
険
者
証
廃
止
の
動

き
」に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
の

5
類
移
行
後
の
提
供
体
制
に
つ

い
て
の
質
問
に
は
、
協
会
は
現

段
階
で
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て

地
域
で
連
携
し
受
診
難
民
出
さ
な
い
取
り
組
み
を

地
域
で
連
携
し
受
診
難
民
出
さ
な
い
取
り
組
み
を

下
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

22
月月
22
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

日

ウ
ェ
ブ
会
議

コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
55
類
移
行
後
の
提
供
体
制
に
懸
念

類
移
行
後
の
提
供
体
制
に
懸
念

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
懇
談

22
月月
44
日
　
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑︵
ウ
ェ
ブ
併
用
︶

日
　
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑︵
ウ
ェ
ブ
併
用
︶

　
小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
が

4
月
1
日
、
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ

ル
と
ウ
ェ
ブ
配
信
の
併
用
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
小
児
科

医
会
会
長
の
栗
山
政
憲
先
生
、

京
都
府
保
険
医
協
会
の
鈴
木
卓

理
事
長
の
ご
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
京
都
府
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
審
査
委
員
の
安
野
哲

也
先
生
と
天
満
真
二
先
生
か
ら

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
診
断
・
治
療
と

発
達
障
害
疑
い
児
と
親
へ
の
対
応

小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
を
開
催

レ
ポ
ー
ト

福
原
京
子
（
西
京
）

　
協
会
は
4
月
1
日
、
京
都
小
児
科
医
会
、
鳥
居
薬
品
株
式
会
社
と
の
共
催
で
小
児
科

診
療
内
容
向
上
会
を
開
催
。
会
場
と
ウ
ェ
ブ
配
信
の
併
用
で
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
84

人
が
参
加
し
た
（
会
場
24
人
、
ウ
ェ
ブ
60
人
）。
参
加
し
た
福
原
京
子
医
師
の
レ
ポ
ー

ト
を
掲
載
す
る
。

審
査
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
4
月
1
日
〜
5
月
7

日
と
5
類
移
行
後
の
5
月
8
日

以
降
で
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
診

療
報
酬
点
数
が
大
き
く
変
化
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
舌
下
免
疫

療
法
や
シ
ナ
ジ
ス
注
射
で
の
注

意
点
、
審
査
へ
の
Ａ
Ｉ
の
導
入

出席者15人で開催された下京西部医師会との懇談

が
検
討
さ
れ
て
い
る
、
投
薬
時

に
は
疑
い
で
は
な
く
確
定
の
病

名
を
書
く
な
ど
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
・
炎
症
性
皮
膚
疾
患
創
薬
講

座
特
定
准
教
授
の
中
島
沙
恵
子

先
生
よ
り
、「
病
態
か
ら
考
え

る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
治
療
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①

か
ゆ
み
②
特
徴
的
皮
疹
と
分
布

③
慢
性
、
反
復
性
の
経
過
（
乳

児
で
は
2
カ
月
以
上
、
そ
の
他

で
は
6
カ
月
以
上
を
慢
性
と
す

る
）
を
満
た
す
も
の
を
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
診
断
し
ま

す
。
患
者
の
多
く
は
ア
ト
ピ
ー

素
因
を
持
ち
、
病
態
機
序
は
、

①
バ
リ
ア
障
害
：
角
質
細
胞
内

の
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
低
下
は
保
湿

低
下
と
な
る
②
ア
レ
ル
ギ
ー
炎

症
：
外
来
抗
原
曝
露
で
表
皮
ラ

ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
細
胞
と
真
皮
樹

状
細
胞
が
抗
原
を
捕
捉
し
、
Ｔ

細
胞
活
性
化
で
獲
得
免
疫
応
答

が
誘
導
さ
れ
る
③
か
ゆ
み
：
肥

満
細
胞
や
好
塩
基
球
か
ら
放
出

さ
れ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
だ
け
で
な

く
、
Ｔ
ｈ
2
細
胞
が
産
生
す
る

Ｔ
ｈ
2
サ
イ
ト
カ
イ
ン
も
関
与

す
る
―
の
側
面
か
ら
捉
え
ま
す
。

　
治
療
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用

薬
や
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
軟
膏
の
塗

布
、
保
湿
剤
に
よ
る
皮
膚
バ
リ

ア
機
能
の
改
善
で
す
が
、
Ｊ
Ａ

Ｋ
阻
害
薬
外
用
薬
の
デ
ル
ゴ
シ

チ
ニ
ブ
の
使
用
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
対
す
る
抗
体

療
法
の
開
発
も
進
ん
で
お
り
、

治
癒
さ
せ
る
根
本
治
療
が
な
い

の
で
さ
ら
な
る
病
態
解
明
が
必

要
と
の
こ
と
で
す
。

　
続
い
て
、
神
尾
陽
子
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
神
尾
陽
子
先
生
よ

り
、「
か
か
り
つ
け
医　
外
来

診
療
に
お
け
る
発
達
障
害
疑
い

児
と
親
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如

多
動
症
）
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障

害
、
読
み
書
き
や
計
算
が
苦

手
）
な
ど
の
発
達
障
害
に
つ
い

て
の
考
え
方
、
対
応
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
Ａ

Ｓ
Ｄ
で
は
、
発
達
障
害
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
に
伴
い
、
育

て
難
さ
を
感
じ
診
断
を
求
め
る

親
が
増
加
。
重
症
例
は
変
わ
ら

な
い
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
言
わ

れ
る
軽
症
が
多
い
よ
う
で
す
。

専
門
機
関
が
限
ら
れ
る
た
め
、

か
か
り
つ
け
医
の
受
診
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。　

1
歳
を
過
ぎ
て
も
ア
イ
コ
ン

タ
ク
ト
、
他
児
へ
の
関
心
、
微

笑
み
返
し
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
指
さ
し
が
な

い
、
音
や
触
覚
に
過
敏
、
極
端

な
偏
食
、
大
泣
き
す
る
な
ど
Ａ

Ｓ
Ｄ
を
疑
う
早
期
兆
候
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
情
報
が
少

な
け
れ
ば
無
理
に
診
断
し
な
く

て
も
良
い
と
の
こ
と
で
す
。
発

達
障
害
は
病
気
で
は
な
く
生
涯

に
わ
た
っ
て
続
く
特
性
で
す
。

親
を
ね
ぎ
ら
い
、
助
言
が
で
き

る
知
識
を
持
ち
、
地
域
の
専
門

機
関
と
連
携
し
、
成
人
期
へ
の

良
好
な
移
行
を
計
画
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ご
講
演
、
座
長
を
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
い
ろ
い
ろ
な

準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

へ
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

講師の中島氏（上）、
神尾氏（下）

い
な
い
と
回
答
。
さ
ら
に
、
5

類
に
し
て
ど
こ
の
医
療
機
関
で

も
診
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
物
理
的
に
感
染
対
応
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
無
理
な

話
だ
。
問
題
は
、
国
民
に
は
規

制
が
な
く
な
る
が
、
医
療
現
場

の
み
困
難
な
状
況
と
な
り
、
そ

れ
が
国
民
か
ら
見
え
難
く
な
る

こ
と
。
特
に
高
齢
者
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
患
者
が
医
療
に
結
び

付
く
体
制
整
備
を
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
他
地
区
と
の
懇
談
で

も
要
望
が
あ
っ
た
が
、
地
域
に

発
熱
外
来
を
設
け
て
会
員
が
出

務
す
る
体
制
を
京
都
府
に
要
望

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
医
療
Ｄ
Ｘ

に
つ
い
て
、
協
会
は
具
体
的
に

ど
う
提
言
し
て
い
く
の
か
と
質

問
。
協
会
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
自
体

に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
ど
う
使
う
か
が
分
か
れ
目

と
な
る
。
医
療
連
携
に
際
し
て

情
報
共
有
す
る
こ
と
で
診
療
の

手
助
け
と
な
る
こ
と
は
有
用
だ

が
、
必
ず
し
も
国
民
に
と
っ
て

良
い
使
わ
れ
方
を
し
な
い
場
合

が
あ
る
。
日
本
は
欧
州
の
よ
う

に
個
人
情
報
を
第
三
者
提
供
す

る
場
合
の
厳
密
な
歯
止
め
が
な

い
の
で
、
安
心
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
運
用
・
審
査
を

し
っ
か
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
答
え
た
。

　
さ
ら
に
、
地
区
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
問
題

に
な
る
が
、
そ
の
た
め
の
経
費

は
あ
る
程
度
支
援
し
て
も
ら
え

る
の
か
。
推
奨
さ
れ
る
よ
う
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
ど
こ
か
が
打

ち
出
し
て
く
れ
る
の
か
と
の
疑

問
が
呈
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
協
会
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
係
る
費
用
の
支

援
と
い
う
話
を
政
府
は
一
切
し

て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
支
援
す
ら
考
え

て
い
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の

加
算
を
原
資
に
せ
よ
と
い
う
趣

旨
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
数
で

毎
月
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

賄
え
な
い
。
診
療
報
酬
と
は
別

の
形
で
支
援
・
補
助
す
る
仕
組

み
を
要
求
し
て
い
く
べ
き
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
最
後
に
、
与
謝
医
師
会
・
山

根
行
雄
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
締
め
く
く
っ
た
。

出
席
者
19
人
で
開
催
さ
れ
た

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
の
懇
談

2 0 2 3 年 (令和 5年) 4 月 2 5 日第 3 1 4 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



林
　
真
也
医
師
に
聞
く

　
保
険
医
協
会
は
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
ウ
ェ
ブ
を
主
と
し
た

会
議
や
講
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
状

況
に
お
け
る
当
面
の
会
合
な
ど

の
持
ち
方
」
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
今
後
の
活
動
指
針
と
す

べ
く
、
代
議
員
に
ウ
ェ
ブ
会
議

や
講
習
会
に
つ
い
て
意
見
を
聞

い
た
。
同
内
容
で
実
施
し
た
21

年
4
月
と
も
比
較
し
た
い
。

　
回
答
者
の
年
代
は
60
代
が
25

人
（
51
％
）
で
最
多
、
50
代
14

人
（
29
％
）、
70
代
8
人
（
16

％
）。
医
療
圏
は
京
都
市
内
が

32
人
（
65
％
）
で
最
多
、
山
城

北
6
人
（
12
％
）、
乙
訓
・
山

城
南
3
人
（
6
％
）。

　
ウ
ェ
ブ
会
議
・
講
習
会
の
参

加
経
験
は
「
あ
る
」
47
人
（
96

％
）、「
な
い
」
2
人
（
4
％
）

﹇
理
由
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
な
い
、
参
加
手
続
き
が
面

倒
﹈
だ
っ
た
（
図
1
）。
ウ
ェ

ブ
会
議
・
講
習
会
導
入
後
の
参

加
機
会
は
「
増
え
た
」
22
人

（
47
％
）、「
減
っ
た
」
8
人

（
17
％
）、「
変
わ
ら
な
い
」
17

人（
36
％
）で
あ
っ
た（
図
2
）。

　
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、「
時

間
的
制
約
・
身
体
的
負
担
の
軽

減
」「
気
軽
に
参
加
で
き
る
」

「
参
加
場
所
の
制
約
が
な
い
」

が
多
い
一
方
、「
発
言
し
づ
ら

い
」
が
18
人
（
38
％
）
と
多

く
、
他
に
「
画
面
・
資
料
が
見

づ
ら
い
」「
音
声
が
聴
き
取
り

づ
ら
い
」「
事
前
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
登
録
が
面
倒
」
と
の
回

答
が
20
％
超
あ
っ
た（
図
3
）。

こ
の
意
見
は
21
年
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
資
料
の
希
望
形
態
は
、
①
紙

媒
体
15
人（
32
％
）②
画
面
で
の

閲
覧
14
人（
30
％
）③
ど
ち
ら
で

も
良
い
18
人（
38
％
）と
な
っ
た

（
図
4
）。
②
③
を
合
わ
せ
る
と

70
％
近
く
が
画
面
で
の
閲
覧
で

問
題
な
い
と
解
せ
る
た
め
、
資

料
の
見
や
す
さ
に
さ
ら
に
配
慮

代議員月例
アンケート

実
施
時
期
＝
2
0
2
3
年
2
月
17
日
〜
2
月
28
日

対
象
者
＝
代
議
員
85
人　

回
収
数
＝
49
（
回
収
率
58
％
）

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
お
け
る

当
面
の
会
合
等
の
持
ち
方
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
開
催
・
資
料
の
画
面
閲
覧
が
定
着

時
間
的
・
身
体
的
負
担
の
軽
減
が
最
優
先

受
診
控
え
は
開
業
時
の
集
患
に
大
き
く
影
響

コ
ロ
ナ
対
応
経
て
、
何
で
も
相
談
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

1
月
の
開
業
後
、
3
月
頃
か

ら
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
く
と

思
っ
て
い
た
が
、
最
初
の
コ
ロ

ナ
の
受
診
控
え
で
3
月
か
ら
5

月
の
患
者
さ
ん
は
本
当
に
少
な

か
っ
た
。
7
月
か
ら
プ
ラ
セ
ン

タ
注
射
を
始
め
、
10
月
か
ら
発

熱
外
来
を
開
始
。
そ
れ
で
も
経

営
的
に
は
赤
字
が
続
い

た
。
当
時
は
マ
ス
ク
不
足

で
、
ス
タ
ッ
フ
に
近
く
の

薬
局
に
買
い
に
走
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
消
毒
し
て
使

い
続
け
た
り
、
ビ
ル
の
管

理
会
社
に
輸
入
し
て
も

ら
っ
た
り
と
大
変
だ
っ

た
。
2
0
2
1
年
1
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
緊
急
包
括
支
援
金
を
受

け
取
り
、
2
月
に
自
費
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
開
始
。
こ
の
頃
、
そ

れ
ま
で
自
作
だ
っ
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
業
者
に
依
頼
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
集
患
に

力
を
入
れ
た
。
5
月
頃
か
ら
よ

う
や
く
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き

た
。第

6
波
・
7
波
発
熱
外
来

1
日
に
50
、
60
人
も

　
近
く
の
医
院
で
は
、
発
熱
外

来
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
幸

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
窓
を
開
け
て

換
気
が
で
き
る
。
入
口
が
中
心

に
あ
り
、
左
右
に
動
線
が
分
か

れ
る
構
造
で
、
結
果
的
に
発
熱

外
来
を
通
常
の
診
療
時
間
内
に

実
施
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
。

　
第
6
波
か
ら
第
7
波
は
コ
ロ

ナ
患
者
さ
ん
が
多
く
、
遠
方
か

ら
の
来
院
も
多
か
っ
た
。
多
い

時
は
1
日
に
50
、
60
人
の
発
熱

外
来
が
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ

Ｙ
Ｓ
の
入
力
に
1
日
2
時
間
以

上
か
か
り
、
深
夜
を
過
ぎ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
翌
日
は
通
常
診

療
も
あ
り
、
体
力
的
に
も
き
つ

か
っ
た
。

　
発
熱
外
来
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
報
道
が
先
に
あ
り
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
体
制
が
何
も
整
わ
な

い
状
況
で
対
応
に
困
り
、
京
都

市
の
担
当
課
に
何
度
も
電
話
し

て
情
報
提
供
や
指
示
を
仰
い

だ
。
当
初
は
こ
ち
ら
が
思
う
答

え
が
得
ら
れ
ず
、
2
時
間
以
上

電
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
業
し
た
医
療
機
関
の
実
態
を
知
る
た
め
、
京
都
市
右
京
区
の
医
療
法
人

林
小
児
科
循
環
器
科
林
真
也
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
林
真
也
医
師
に
3
月
14
日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
阪
急
西
院
駅
前
に
あ
り
通
勤
や
通
学
す
る
人
が
多
く
、
幅
広
い
年

齢
層
の
患
者
が
通
院
す
る
。
2
0
2
0
年
1
月
に
開
業
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
。

をきくをきく 19コロナ禍
での開業

新型コロナ編

ある 
96％

ない
 4％

図 1　 ウェブ会議・講習会の
参加経験

変わらない
36%

増えた
47%

減った 17%

図 2　参加機会

す
る
と
と
も
に
、
各
会
合
で
導

入
し
て
い
るG

oogle

ド
ラ
イ

ブ
を
使
っ
た
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

で
の
提
供
を
継
続
し
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
後

の
会
議
・
講
習
会
の
参
加
方
法

は
、「
ウ
ェ
ブ
参
加
を
優
先
」

31
人
（
63
％
）、「
対
面
参
加
を

優
先
」
18
人
（
37
％
）
と
な
っ

た
（
図
5
）。
21
年
は
「
ウ
ェ

ブ
参
加
を
優
先
」
18
人
（
38

％
）、「
対
面
参
加
を
優
先
」
20

人
（
43
％
）
で
あ
り
、「
ウ
ェ

ブ
参
加
優
先
」
の
回
答
が
大
幅

に
増
え
た
。
対
面
・
ウ
ェ
ブ
そ

れ
ぞ
れ
利
点
は
あ
る
が
、
ウ
ェ

ブ
開
催
が
あ
る
程
度
定
着
し
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
「
ウ
ェ
ブ
参
加
を
優
先
」
の

理
由
は
時
間
的
・
身
体
的
負
担

の
軽
減
を
挙
げ
る
人
が
地
域
・

年
代
を
問
わ
ず
多
く
、
画
面
上

参
加
者
と
の
会
話
や
詳
細
な
情

報
交
換
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
や
す
さ
﹇
60
代
・
京

都
市
内
﹈
な
ど
、〝
対
話
〞
を

重
要
視
し
て
い
る
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
会
議
・
講
習

会
へ
の
意
見
と
し
て
、「
ウ
ェ

ブ
参
加
を
優
先
」
の
回
答
者
か

ら
は
、
運
営
の
円
滑
化
と
音
声

提
供
の
最
適
化
が
必
須
事
項

﹇
60
代
・
京
都
市
内
﹈、
講
習
会

は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視
聴
で
き

る
と
よ
り
参
加
し
や
す
い
﹇
60

代
・
南
丹
﹈
な
ど
運
営
へ
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
対
面
参

加
を
優
先
」
の
回
答
者
か
ら

も
、
会
議
は
対
面
、
講
習
は

ウ
ェ
ブ
の
形
式
が
理
想
、
医
師

会
の
理
事
な
ど
に
な
る
と
会
議

出
席
が
増
え
る
の
で
時
間
的
制

約
を
考
慮
す
る
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
の
開
催
が
良
い
﹇
60
代
・

京
都
市
内
﹈
な
ど
、
会
合
の
内

容
や
出
席
者
の
希
望
で
対
面
と

ウ
ェ
ブ
が
選
択
で
き
る
こ
と
を

望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
対

面
・
ウ
ェ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と

短
所
が
あ
る
が
、
今
回
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
基
に
、
会
員
が

よ
り
参
加
し
や
す
く
、
発
言
・

交
流
し
や
す
い
よ
う
企
画
・
運

営
し
て
い
く
。
今
後
も
多
く
の

ご
参
加
と
ご
活
用
を
お
願
い
し

た
い
。

紙媒体 
32%

画面での 
閲覧 30%

どちらでも
良い 38%

図 4　資料の希望形態

図 3　感じること（複数回答可）

ウェブ
参加を

優先 63％

対面参加を
優先  37％

図 5　 収束後の会議・講習会
の参加方法
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特にない

画面上の聴講は疲れる

事前のメールアドレス
登録が面倒

音声が聴き取りづらい

画面・資料が見づらい

発言しづらい

発言しやすい

参加場所の制約がない

気軽に参加できる

身体的負担が軽減される

時間的制約が軽減される

の
聴
講
は
疲
れ
る
が
、
利
便
性

が
上
回
る
﹇
60
代
・
丹
後
﹈
の

意
見
に
収
斂
さ
れ
よ
う
。
参
加

へ
の
制
約
が
少
な
い
﹇
60
代
・

山
城
南
、
南
丹
﹈
と
の
意
見
も

複
数
あ
っ
た
。
一
方
、「
対
面

参
加
を
優
先
」
の
理
由
に
は
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
で

不
安
に
な
る
患
者
も

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
思
わ
れ
申

告
し
た
の
は
2
例
。
倦
怠
感
や

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
様
子
を
見
て
も
ら
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症

の
過
熱
し
た
報
道
を
見
て
、
不

安
に
な
っ
て
来
院
す
る
患
者
さ

ん
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
療
養
期
間
が
1
週
間
と
な
っ

て
い
る
の
で
、「
1
週
間
を
過

ぎ
て
も
体
調
が
戻
ら
な
い
」
と

言
っ
て
来
院
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
ウ
イ

ル
ス
が
体
に
残
る
期
間
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
長
く
、
回
復

す
る
に
も
時
間
が
か
か
る
た

め
、
す
ぐ
に
は
フ
ル
で
仕
事
を

し
な
い
よ
う
様
子
を
見
て
下
さ

い
と
説
明
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
で
咳
が
残
る
人
は
2
〜
3

割
程
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
1
割
程
）
よ
り
は
多
い
印
象

を
受
け
る
。

負担増ストップ !負担増ストップ !

　政府は2022年10月から「75歳以上の医療費窓口
負担２割化」を実施し、さらなる医療・介護の改
悪も狙っています。長引くコロナ禍、物価高騰、
年金引き下げなどのもとで、高齢者をはじめとす
る全世代の暮らしは厳しい状況に置かれています。
国民を医療・介護から遠ざけるさらなる負担増を
許さないためにも署名への協力をお願いします。
　請願署名は本紙3140号に同封。返信封筒で 5月
初旬までに協会にご返送下さい。
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□
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□
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□
□
□
□

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
後
も

安
心
で
き
る
医
療
制
度
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ

か
で
線
を
引
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
。
個
人
的
に
は
全
数

把
握
の
必
要
性
は
低
く
な
っ
た

と
思
う
。

　
今
後
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

も
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
、
お

金
の
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
治
療
薬
は
3
割
負
担
で
3

万
円
程
。
そ
ん
な
に
高
く
て
誰

が
求
め
る
だ
ろ
う
か
。
処
方
し

て
ほ
し
く
て
も
諦
め
る
患
者
さ

ん
は
出
て
く
る
と
思
う
。
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
も
1
バ
イ
ア
ル
6

回
分
で
、
接
種
キ
ャ
ン
セ
ル
が

あ
れ
ば
医
療
機
関
の
赤
字
に
な

る
。
せ
め
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
並
み
の
価
格
で
、

1
バ
イ
ア
ル
2
回
分
な
ど
で
あ

れ
ば
対
応
で
き
る
と
思
う
。
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日
本
の「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

実
現
に
必
要
な
も
の
は

医
療
制
度
学
習
会
を
開
催

　
協
会
は
「
国
際
比
較
か
ら
考
え
る
『
か
か
り
つ
け
医
』

制
度
」
と
題
し
て
、
医
療
制
度
学
習
会
を
2
月
21
日
に

ウ
ェ
ブ
で
開
催
し
た
。
講
師
は
立
命
館
大
学
教
授
・
松
田

亮
三
氏
。
23
人
が
参
加
し
た
。

　
松
田
氏
は
、
は
じ
め
に
今
後

の
日
本
の
医
療
は
高
齢
・
多
死

社
会
の
下
で
在
宅
医
療
ケ
ア
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
指

摘
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
の
担
い
手
も
高
齢
化
す
る

た
め
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る

と
し
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
考

え
る
べ
き
視
点
を
示
し
た
い
と

し
た
。

休
日
・
夜
間
の
対
応
③
入
退
院

時
の
支
援
④
在
宅
医
療
の
提
供

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
連
携

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
）。

　
松
田
氏
は
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
を
医
療
提
供
体
制
構
築
に

取
り
入
れ
て
い
く
際
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
「
休
日
・
夜
間
の
対

応
」
を
挙
げ
、
イ
ギ
リ
ス
の
例

を
紹
介
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

平
日
夜
間
や
休
日
は
時
間
外
専

門
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
す
る
。
Ｇ

Ｐ
（G

eneral
P
racti-

tioner

：
一
般
開
業
医
）
や

看
護
師
な
ど
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
外
来
・
電

話
相
談
・
在
宅
医
療
な
ど
を
24

時
間
年
中
無
休
で
提
供
す
る
。

医
療
機
関
単
独
で
は
な
く
、
地

域
の
チ
ー
ム
で
「
休
日
・
夜
間

の
対
応
」
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
で
も
参
考

に
な
る
と
し
た
。

患
者
中
心
の

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

　
次
に
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

国
際
的
な
考
え
方
と
し
て
、
患

者
中
心
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ム

（P
atient-C

entered

か
か
り
つ
け
医
機
能

の
制
度
化

　
現
在
開
会
中
の
国
会
で
、
全

世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

定
す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ
て

い
る
。
か
か
り
つ
け
医
機
能
と

し
て
、
①
外
来
医
療
の
提
供
②

M
edicalH

om
e

：
Ｐ
Ｃ
Ｍ

Ｈ
）
を
紹
介
。
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ｈ
は
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
（
か
か
り

つ
け
医
）
が
主
導
・
指
揮
す
る

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
で
、
患
者

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ニ
ー
ズ
の
全
て

に
対
応
す
る
。
患
者
の
希
望
す

る
ケ
ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
、
質
と
安
全
を
高
め
て
円
滑

に
実
施
す
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ｈ
の
考

え
方
を
導
入
し
て
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
を
進
め
れ
ば
、
診
療

の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
し

た
。
具
体
的
に
は
、
入
院
回
避

な
ど
の
医
療
費
抑
制
、
経
済
的

理
由
で
医
療
を
受
診
で
き
な
い

こ
と
か
ら
生
じ
る
健
康
格
差
の

解
消
が
期
待
さ
れ
る
。

　
続
い
て
各
国
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
制
度
を
紹
介
。
国
際

的
に
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
は
重

要
と
い
う
認
識
が
浸
透
し
て
い

る
が
、
ど
う
進
め
る
か
へ
の
明

確
な
方
法
は
な
く
、
各
国
で
試

行
錯
誤
し
て
い
る
状
況
だ
と
い

う
。「

効
率
的
」
な
医
療

　
医
療
の
仕
組
み
を
財
政
面
か

ら
も
解
説
し
た
。
1
9
7
0
年

代
以
降
、
医
療
は
公
共
政
策
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
必
然
的
に
財
政
面
で

「
効
率
的
か
」
と
い
う
点
で
厳

し
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
税
金
の
使
用
方
法
と

し
て
医
療
が
効
率
的
で
あ
る
か

と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
の

他
、
患
者
の
尊
重
と
意
思
決

定
、
医
療
従
事
者
の
実
施
・
説

明
責
任
、
医
療
受
診
の
格
差
縮

小
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
だ

が
、
医
療
が
全
体
的
に
効
率
化

し
た
か
を
数
字
で
示
す
こ
と
は

健康保険証廃止の影響は甚大
施設でマイナカードの
管理はできない（94％）

保
団
連

難
し
い
。
松
田
氏
は
、
医
療
従

事
者
や
患
者
が
納
得
で
き
る
仕

組
み
で
医
療
が
実
施
さ
れ
て
い

る
か
が
重
要
に
な
る
と
し
た
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

は
、
今
後
取
り
組
み
の
中
で
子

細
に
見
て
い
く
上
で
し
か
最
終

的
な
評
価
は
で
き
な
い
と
し

た
。

　
最
後
に
松
田
氏
は
、
今
後
の

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
開
業

医
は
専
門
職
を
徹
底
し
て
い
く

か
、
事
業
家
と
し
て
展
開
し
て

い
く
か
の
い
ず
れ
か
に
軸
を
置

く
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
し
た
。
同
時
に
、
団

体
、
チ
ー
ム
、
あ
る
い
は
医
師

集
団
と
し
て
何
を
目
指
し
て
い

く
べ
き
か
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
し
、
保
険
医
協
会
も
社
会

的
ニ
ー
ズ
に
関
わ
る
よ
う
な
提

案
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
述
べ

た
。

全
国
の
福
祉
施
設
に
影
響
調
査
を
実
施
し
、記
者
発
表

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）は
、健
康
保
険
証
廃

止
が
、
要
介
護
高
齢
者
な
ど
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
・
利
用
・

管
理
が
困
難
な
人
に
重
大
な
影

響
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
し

て
、
全
国
の
高
齢
者
・
障
害
者

施
設
に
影
響
調
査
を
実
施
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
京
都
協
会

で
調
査・運
動
を
し
て
き
た「
福

祉
施
設
の
入
所
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
て
も
入
院
で
き
ず

に
留
め
置
か
れ
る
問
題
」
を
参

考
に
、
関
連
団
体
と
協
力
し
実

施
し
た
も
の
。
保
団
連
は
調
査

結
果
を
4
月
12
日
に
関
連
団
体

と
と
も
に
記
者
発
表
し
た
。
患

者
・
家
族
の
立
場
か
ら
は
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
困
難
、
施
設

の
立
場
か
ら
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

調
査
期
間
：
2
0
2
3
年
3
月
24
日
〜
4
月
10
日

調
査
対
象
：
42
都
道
府
県
の
高
齢
者
施
設
、
介
護

施
設
な
ど

送
付
件
数
・
方
法
：
8
9
8
0
件

（
フ
ァ
ク
ス
5
2
7
8
、
郵
送
3
7
0
2
）

回
答
方
法
：G
oogle

フ
ォ
ー
ム
・
フ
ァ
ク
ス

回
答
数
：
1
2
1
9
施
設
（
有
効
回
答
数
）

回
答
率
：
13
・
6
％

の
管
理
に
伴
う
対
応
の
影
響
が

大
き
い
と
報
告
し
た
。

　
以
下
、
調
査
結
果
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

　
回
答
し
た
施
設
の
84
％
が
、

現
在
利
用
者
・
入
所
者
の
健
康

保
険
証
を
管
理
し
て
い
る
（
図

1
）。
健
康
保
険
証
の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
賛
成
が
8
％
、
反

対
が
59
％
、
ど
ち
ら
で
も
な
い

が
33
％
だ
っ
た
。
利
用
者
・
入

所
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請

（
代
理
）
に
対
応
で
き
る
か
聞

い
た
と
こ
ろ
、
93
％
が
対
応
で

き
な
い
と
回
答
し
、
対
応
で
き

る
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か
7

％
だ
っ
た
。
対
応
で
き
な
い
理

由
は
、「
本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
な
い
」「
手
間
労
力
が
か

か
る
」「
本
来
の
業
務
で
は
な

管理している
84％

管理していない
16％

管理できない
94％

管理できる
6％

図 1　利用者・入所者の健康保険証の管理

図 2　 利用者・入所者のマイナカードの
管理（暗証番号含む）

い
」が
多
か
っ
た
。さ
ら
に
、利

用
者
・
入
所
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
管
理（
暗
証
番
号
を
含
む
）

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
管

理
で
き
な
い
と
回
答
し
た
施
設

は
94
％
だ
っ
た（
図
2
）。
管
理

で
き
な
い
理
由
は
、「
紛
失
時

の
責
任
が
重
い
」「
管
理
が
困

難
」「
不
正
利
用
や
情
報
漏
え

い
の
懸
念
」
が
多
か
っ
た
。

　
保
険
証
廃
止
に
よ
る
利
用

者
・
入
所
者
へ
の
影
響
と
し
て

は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
「
取

得
・
利
用
が
困
難
な
本
人
・
家

族
の
負
担
」「
紛
失
・
更
新
切

れ
な
ど
の
対
応
」「
紛
失
・
盗

難
な
ど
で
の
施
設
と
の
ト
ラ
ブ

ル
」
に
つ
い
て
危
惧
さ
れ
る
こ

と
が
伺
え
た
。

　
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
下
記

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
保
団
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
け
る
。

https://hodanren.doc-
net.or.jp/hokensho
haishi/chosa/

京都の施設から寄せられた意見

●現在は、健康保険証を預かり通院等の対応を
しているが、今後マイナカードにいろいろな
情報が紐付けられ、施設でのマイナカードの
預かりや保管に支障をきたすと考えられる。

●マイナンバーカードのことが理解できないの
に一方的に一緒にしてしまうことを進めるの
はどうか。するかどうかは選択制にすべき。
事業所でマイナンバーカードを保管するのは
困難。

●対応困難な人がいる中で、政府の都合で一律
にあらゆるものをマイナンバーカードで一括
管理するのは乱暴すぎると思う。

●わからないことがあればコールセンターへ等
と説明を受けるが、電話が集中した時はかか
らないのが現状で、健常者ですらうんざりす
る。国の施策とはいえ、世代を区切って長期
的展望でやっていかないと、高齢者や障がい
者へは、手続きや管理については、大変厳し
いと思います。

●強制的に一律にマイナカードへ移行するので
はなく、本人がどちらにするか選べるように
してほしい。行政的には煩雑になって大変と
は思うが、ぜひお願いしたい。

調査結果の
詳細は
こちらから

医師賠償責任保険等の
加入手続きは完了しました

　協会の医師賠償責任保険、個人情報漏えい保
険、介護福祉事業者等賠償責任保険（ウォーム
ハート）、医療事故調査費用保険、嘱託医活動賠
償責任保険の2023年度（23年４月１日～24年４月
１日）の加入（自動継続）手続きが完了しまし
た。ご加入ありがとうございました。加入者カー
ド（加入者証）は、６月上旬に加入者のみなさま
にお届けしますのでいましばらくお待ち下さい。

23年度加入者証は23年度加入者証は
６月上旬お届け６月上旬お届け

保険医協会の

講師の松田氏

2 0 2 3 年 (令和 5年) 4 月 2 5 日第 3 1 4 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

図　地域におけるかかりつけ医機能の充実強化に向けた協議のイメージ

出典：第95回社会保障審議会医療部会（2022年12月23日）資料



新
型
コ
ロ
ナ
5
類
移
行
後
の
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ

実
施
料
な
ど
の
取
扱
い

Ｑ
、
5
月
8
日
以
降
、
院
内

ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
（
診
療
報

酬
上
臨
時
的
取
扱
い
）3
0
0

点
、救
急
医
療
管
理
加
算
（
診

療
報
酬
上
臨
時
的
取
扱
い
）

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
・
外
来
診
療
）
9
5

0
点
な
ど
の
取
扱
い
は
ど
う
な

る
か
。

Ａ
、
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施

料
（
診
療
報
酬
上
臨
時
的
取
扱

い
）
3
0
0
点
は
、
外
来
時
は

受
け
入
れ
患
者
を
限
定
し
な
い

こ
と
を
公
表
し
て
い
る
外
来
対

応
医
療
機
関
の
場
合
は
3
0
0

点
、
受
け
入
れ
患
者
を
限
定
す

る
場
合
は
1
4
7
点
に
な
り
ま

す
。
往
診
時
の
院
内
ト
リ
ア
ー

ジ
実
施
料
（
診
療
報
酬
上
臨
時

的
取
扱
い
）
3
0
0
点
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
医
療
管

理
加
算
（
診
療
報
酬
上
臨
時
的

取
扱
い
）（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
・
外
来
診

療
）
9
5
0
点
は
、
コ
ロ
ナ
確

定
患
者
へ
の
療
養
指
導
を
行
っ

た
場
合
は
1
4
7
点
、
入
院
調

整
を
行
っ
た
場
合
は
9
5
0
点

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
や
情
報
通
信
機

器
を
用
い
た
診
療
等
に
係
る
特

例
（
電
話
等
初
診
料
2
1
4

（
20
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
被
検
者
は
、
事
業
者
健
診
の

た
め
本
件
医
療
機
関
で
採
血
検

査
を
受
け
た
。
看

護
師
は
左
腕
肘
窩

よ
り
採
血
針
22
Ｇ

を
使
用
し
、
刺
入

深
度
約
2
㎜
、
刺
入
角
度
20
度

で
穿
刺
し
た
が
、
採
血
中
に
被

検
者
か
ら
痛
み
と
痺
れ
の
訴
え

が
あ
っ
た
た
め
抜
針
し
た
。
刺

入
回
数
は
1
回
だ
っ
た
。
健
診

か
ら
2
日
後
、
被
検
者
か
ら
母

指
球
部
の
感
覚
異
常
、
手
首
の

ピ
リ
ピ
リ
感
、
肘
屈
伸
時
の
違

和
感
、
肘
窩
部
に
穿
刺
部
痛

検
者
側
に
対
し
て
針
の
太
さ
・

刺
入
深
度
・
角
度
・
回
数
な
ど
、

標
準
採
血
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

順
守
し
た
と
説
明
し
た
。
し
か

し
、
採
血
し
た
看
護
師
は
約
1

カ
月
前
に
も
同
様
の
神
経
損
傷

事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、
手
技

に
お
い
て
客
観
的
な
過
誤
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
採
血
事
故
の

確
率
的
に
は
問
題
が
あ
る
と
し

て
何
ら
か
の
医
療
過
誤
が
あ
っ

た
と
推
量
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

8
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
採
血
を
行
っ
た
看
護
師
か
ら

事
情
を
聴
く
限
り
、
手
技
上
の

問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

1
カ
月
間
に
同
一
看
護
師
が
同

様
の
神
経
損
傷
事
故
を
起
こ
し

た
こ
と
で
、
医
療
機
関
側
は
確

率
的
に
異
常
と
考
え
、
医
療
過

誤
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
が
、

確
率
の
高
さ
を
客
観
的
に
実

証
・
論
証
で
き
な
い
以
上
、
そ

れ
を
理
由
に
過
失
の
存
在
を
推

認
し
て
賠
償
責
任
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
ま

た
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
事

業
者
健
診
の
契
約
者
で
あ
る
被

検
者
側
に
対
し
て
、
今
後
の
対

応
次
第
で
新
た
に

健
診
の
契
約
が
で

き
な
い
こ
と
を
心

配
し
て
、
仮
に
無

責
の
判
断
で
も
見
舞
金
な
ど
を

支
払
い
自
主
解
決
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
た
。

〈
結
果
〉

　
調
査
の
結
果
、
医
療
過
誤
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
見
舞

金
と
し
て
若
干
の
金
銭
を
被
検

者
側
に
支
払
う
こ
と
で
自
主
解

決
し
た
。

（
肘
正
中
皮
静
脈
部
）
を
訴
え

る
連
絡
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
約

1
週
間
後
、
被
検
者
は
痛
み
な

ど
が
継
続
す
る
と
し
て
本
件
医

療
機
関
を
受
診
し
た
。
医
師
は

「
左
前
腕
橈
側
皮
神
経
損
傷
」

と
診
断
し
て
Ａ
医
療
機
関
を
紹

介
し
た
。

　
被
検
者
側
は
、
痛
み
な
ど
が

継
続
し
仕
事
に
支
障
を
来
し
て

い
る
と
し
て
賠
償
を
請
求
し
て

き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
被

過
誤
の
判
断
に
は
客
観
的
な
立
証
を

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
2
0
2
2
年
2
月
24
日

に
始
ま
っ
て
1
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
戦
争
が
環
境
破
壊
の
最
大

の
元
凶
で
あ
る
こ
と
は
過
去
の

歴
史
が
物
語
っ
て
お
り
、
地
球

温
暖
化
の
主
役
の
Ｃ
Ｏ
2
を
は

じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
も

大
量
に
排
出
し
ま
す
。
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に

よ
る
と
22
年
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量

は
過
去
最
高
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
、
世
界
有
数
の
穀
物
輸
出

国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
世
界

第
2
位
の
原
油
・
天
然
ガ
ス
を

産
出
す
る
ロ
シ
ア
が
、
食
料
不

足
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
物
価

の
高
騰
を
招
き
、
国
際
社
会
に

で
に
Ｃ
Ｏ
2
実
質
排
出
ゼ
ロ
を

求
め
て
い
ま
す
。
日
本
は
30
年

に
46
％
削
減
、
50
年
に
実
質
排

出
ゼ
ロ
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

40
年
目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
。
30

年
目
標
の
内
容
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
36
〜
38
％
、
石
炭

19
％
、
原
子
力
20
〜
22
％
、
天

然
ガ
ス
20
％
、石
油
な
ど
2
％
、

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は

3
月
20
日
、
第
6
次
統
合
報
告

書
を
発
表
し
ま
し
た
。
世
界
は

排
出
し
続
け
れ
ば
、
30
年
ま
で

に
排
出
限
度
に
達
す
る
。
1
・

5
℃
に
抑
え
る
に
は
、
25
年
ま

で
に
排
出
を
減
少
に
転
じ
、
35

年
に
は
19
年
比
60
％
を
減
ら
す

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、
世
界

の
主
要
国
（
Ｇ
20
）
に
40
年
ま

産
業
革
命
前
か
ら
の
気

温
上
昇
を
1
・
5
℃
に

抑
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
が
、
今
の
ペ
ー

ス
で
温
室
効
果
ガ
ス
を

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
1
％
で

す
。
12
年
前
に
経
験
し
た
原
発

事
故
の
反
省
も
な
く
、
危
険
な

老
朽
原
発
20
年
延
長
の
原
発
回

帰
、
脱
炭
素
に
反
す
る
石
炭
・

天
然
ガ
ス
発
電
が
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
岸
田
内
閣
は

「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に

向
け
た
基
本
方
針
」
で
1
5
0

兆
円
の
投
資
先
を
水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
燃
料
開
発
に
定
め
て
い

ま
す
。
実
用
化
や
コ
ス
ト
の
程

度
、
開
発
年
数
な
ど
は
不
明

で
、
40
年
目
標
に
は
間
に
合
わ

な
い
の
は
明
ら
か
で
す
。
世
界

の
流
れ
か
ら
何
周
も
後
れ
を

取
っ
て
い
る
日
本
で
す
。

国
の
基
本
政
策
に
す
べ
き
で

す
。

　
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

で
22
年
12
月
「
生
物
多
様
性
条

約
第
15
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
15
）」
が
開
催
さ
れ
、
生
物

多
様
性
の
損
失
を
く
い
止
め
、

回
復
す
る
対
策
が
合
意
さ
れ
ま

し
た
。「30

by
30

」、い
わ
ゆ

る
30
年
ま
で
に
世
界
の

陸
と
海
の
少
な
く
と
も

30
％
を
保
全
す
る
こ
と

や
外
来
種
の
侵
入
速
度

を
50
％
減
ら
す
目
標
数

値
を
掲
げ
、
農
薬
な
ど
の
リ
ス

ク
を
半
減
さ
せ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
を
削
減
す
る
と
し
ま
し

た
。19

年
に
発
表
さ
れ
た
地
球
規

模
評
価
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ

こ
数
十
年
の
間
に
評
価
さ
れ
た

動
植
物
の
約
4
分
の
1
、
1
0

0
万
種
が
絶
滅
の
恐
れ
が
あ

り
、
人
間
の
活
動
に
よ
り
こ
の

10
数
年
で
湿
地
85
％
、
珊
瑚
礁

が
50
％
、
陸
域
の
生
物
相
の
20

％
が
失
わ
れ
て
、
生
物
多
様
性

と
生
態
系
の
悪
化
が
続
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が

排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
2
の
半
分
近
く

を
海
洋
や
森
林
な
ど
が
吸
収
し

て
い
ま
す
。
他
方
、
生
物
多
様

性
の
減
少
と
生
態
系
の
悪
化
の

主
要
な
原
因
の
一
つ
が
気
候
変

動
で
す
。
二
つ
は
絡
み
合
っ
て

い
て
、
私
た
ち
は
「
気
候
の
危

機
」
と
「
生
態
系
の
危
機
」
と

い
う
二
つ
の
危
機
に
ど
う
対
処

す
る
か
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
解
決
す
る
に
は
、
世
界
中

の
人
が
自
然
と
共
存
・
調
和
す

る
原
住
民
思
想
を
学
び
、
危
機

を
克
服
す
る
強
い
意
志
と
実
行

力
が
必
要
で
す
。

　（
環
境
対
策
委
員山

本
昭
郎
）

「
二
つ
の
危
機
」
に
対
処
す
る

環
境
問
題

環
境
問
題
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報
告
書
は
既
存
の
技
術
を
活

用
す
れ
ば
「
1
・
5
℃
目
標
」

は
達
成
可
能
と
し
、
中
心
的
技

術
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
日
本

も
今
後
、
原
発
回
帰
を
止
め
、

脱
炭
素
を
推
進
、
太
陽
光
・
風

力
発
電
を
中
心
に
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
60
％
を

点
、
定
期
受
診
患
者
の
電
話
等

再
診
料
73
点
、
慢
性
疾
患
の
診

療
1
4
7
点
、
精
神
疾
患
の
診

療
1
4
7
点
）
は
、
2
0
2
3

年
7
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、『
グ
リ
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
』
No.
3
2
0
（
4

月
25
日
発
行
）
を
ご
確
認
下
さ

い
。23

年
5
月

理
事
会
の
開
催

第
22
回
理
事
会

5
月
9
日（
火
）午
後
2
時
〜

第
23
回
理
事
会

5
月
23
日（
火
）午
後
2
時
〜

レ
セ
プ
ト
点
検

し
ま
す

日
　
時

5
月
2
日
、
8
日

午
後
1
時
〜
4
時

演　題   採血時の神経損傷と法的責任について 
～裁判事例をもとに～

講　師   仁邦法律事務所 所長 桑原 博道 氏

採血による神経損傷はだれの責任 ?
　　  ～ 合併症？医療側の責任？～
日　時   5 月20日（土） 午後 3 時30分～ 5 時30分
形　式   Zoomウェビナー
対　象  会員・医療安全担当者・従事者　　 参加費   無料

第 3回 医療安全講習会 要申込

第
１
部

第
2
部

演　題   注射による神経損傷
講　師   名古屋大学大学院医学系研究科・医学部医学科

個別化医療技術開発講座 特任教授 
名古屋大学大学院医学系研究科 手の外科 元教授 平田　仁 氏

講師コメント　採血は最も頻度の高い医療行為であり、その多くは上肢の皮静脈よりなされる。静脈近傍には
前腕皮神経が伴走するため注射針による神経損傷のリスクを伴う。静脈と神経の解剖学的関係は個人差に富
み、静脈穿刺中の神経穿刺のリスクを完全に回避することはできない。末梢神経に注射針が接触すると典型的
には神経の支配域に放散痛を訴える。しかし、軸索損傷や神経周膜断裂などの高度の組織損傷を起こさない限
り、神経幹穿刺による難治性疼痛発生リスクは小さい。本講演では注射による神経損傷の自然経過や予後、治
療のポイントを説明する。

講師コメント　採血後に神経障害の訴えがあったとしても、法的には必ずしも過失ではない。しかし、血管に
当たらず異常な痛みがあるのに針先で探り続けた、合理的な理由なく手首を穿刺した、電撃痛があり抜針した
が同一箇所を穿刺した、といった場合には過失が認められる場合がある。法的に見て意外と要注意であるの
は、正中から穿刺する場合だ。正中神経損傷は過失が認められることがある。しかし、これは神経障害を訴え
る患者を診察した医師が、安易に正中神経損傷との診断書を作成することにも問題がある。CRPS（複合性局
所疼痛症候群）との診断書しかりである。

後発医薬品の安定供給について（仮）
日　時 5 月 13 日（土） 午後 2 時30分～ 4 時
場　所  京都府保険医協会・会議室（Web併用）
講　師 厚生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課長

安藤 公一 氏
 ※ 日本医師生涯教育講座　カリキュラムコード 

00. その他《 1単位》申請中
定　員  20人（先着順）※ウェブ参加は定員なし
  お申し込みはQRコードまたはURLから https://x.gd/BR90Y

第673回 社会保険研究会

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

要申込

2 0 2 3 年 (令和 5年) 4 月 2 5 日 第 3 1 4 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行



　
智
恵
光
院
通
を
北
大
路
ま
で

出
て
、
ち
ょ
っ
と
東
に
行
っ
た

所
に
自
転
車
屋
さ
ん
が
あ
っ

た
。
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ

ん
は
親
切
な
優
し
い
人
た
ち

で
、
私
も
子
ど
も
用
愛
車
の
お

手
入
れ
で
よ
く
立
ち
寄
っ
た
。

常
に
は
タ
イ
ヤ
の
空
気
入
れ
、

時
に
パ
ン
ク
の
修
理
な
ど
で
。

い
つ
も
丁
寧
に
、
ハ
ン
ド
ル
具

合
や
前
輪
後
輪
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
油
を
差
し
た
り
ち
ょ
っ
と

磨
い
た
り
も
し
て
も
ら
っ
た
。

作
業
中
、
電
車
通
り
を
眺
め
た

り
、
並
ん
で
い
る
商
品
の
新
し

い
き
れ
い
な
自
転
車
を
触
っ
た

り
、
何
の
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

い
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
が
、

の
ん
び
り
し
た
静
か
な
時
間
を

楽
し
ん
で
い
た
。

　
あ
る
日
突
然
、
そ
の
自
転
車

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

垣田 さち子
（西陣）

1212

屋
さ
ん
が
閉
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
朝
鮮
に
帰
ら
は
る
ら
し

い
。
家
を
買
う
て
ほ
し
い
て
来

や
は
っ
た
」
と
父
が
言
い
、
慌

た
だ
し
く
去
っ
て
行
か
れ
た
。

後
に
な
り
1
9
5
9
年
か
ら
始

ま
っ
た
〝
北
朝
鮮
帰
国
事
業
〞

と
理
解
し
た
が
、
当
時
は
誰
も

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
た

く
さ
ん
の
テ
ー
プ
に
包
ま
れ
て

岸
壁
を
離
れ
て
行
く
船
を
見
て

「
乗
っ
た
は
る
か
な
」
な
ど
の

会
話
も
続
か
ず
。
父
は
何
も
言

わ
な
か
っ
た
。
当
時
、
北
朝
鮮

は
〝
地
上
の
楽
園
〞
と
喧
伝
さ

れ
、
税
金
も
無
い
と
ま
で
言
わ

れ
た
。
特
に
医
療
費
に
予
算
な

ん
て
な
い
。
い
る
も
の
は
優
先

的
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
考
え

方
に
大
い
に
憧
れ
た
。
今
に

な
っ
て
、
国
民
は
飢
餓
状
態
に

あ
る
程
の
貧
し
さ
な
の
に
、
頻

繁
に
ミ
サ
イ
ル
を
飛
ば
す
無
茶

な
国
だ
と
分
か
っ
た
が
。
拉
致

問
題
に
し
て
も
、
ま
と
も
な
国

と
は
思
え
な
い
。

　
ぼ
ん
や
り
と
し
て
も
う
お
二

人
の
顔
も
名
前
も
思
い
出
せ
な

い
が
、
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
か

と
話
題
に
な
る
度
に
、
一
緒
に

い
た
時
の
穏
や
か
な
ひ
と
と
き

を
思
い
出
す
。
北
朝
鮮
に
帰
国

し
た
人
た
ち
へ
の
迫
害
が
報
じ

ら
れ
る
と
、
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お

ば
ち
ゃ
ん
に
は
不
本
意
な
結
果

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
。
帰
国
は
嬉
し
そ
う
な
様
子

だ
っ
た
の
で
。

　
理
不
尽
な
人
生
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
い

く
ら
許
し
難
い
暴
挙
と
力
い
っ

ぱ
い
非
難
し
て
も
、
具
体
的
に

行
動
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
。

世
界
中
で
同
じ
よ
う
な
思
い
に

苦
し
ん
で
い
る
人
々
は
多
い
の

だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
百
年
、
二

百
年
経
っ
て
世
界
は
ど
う
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。

1
9
6
0
年
、
政
治
家
の
浅

沼
稲
次
郎
が
演
説
中
に
17
歳
の

犯
人
に
刺
殺
さ
れ
る
。
1
9
6

3
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
が
銃
殺
さ
れ
る
。
戦
後

の
時
代
は
着
実
に
進
み
現
代
に

つ
な
が
る
で
き
ご
と
が
続
く
。

日　時   5 月10日（水） 午後 2 時～ 4 時
医院・診療所での接遇マナー研修（初級）

日　時   5 月25日（木） 午後 2 時～ 4 時
   ❶ 医事紛争から見た医療従事者としての心構え
   ❷ 知っておきたい保険の基礎知識

　開業に向けたノウハウを詳しく・わかりやすく解説する講習会です。講師は京都では屈
指の開業支援を手掛けており、成功する開業の秘訣と開業後の運営まで実践的対策をお伝
えします。自身の開業経験からの医師の具体的なアドバイスも必聴です。最近増えている
「第三者承継」についても解説します。
　「話だけでも聞いてみようかな…」という方のご参加もお待ちしています。

日　時   5 月28日（日） 午前10時～午後 1 時
●  クリニックの経営を左右する開業前の準備 
～厳しい環境下で生き残るために～
廣井増生税理士事務所　所長　廣井 増生氏

●  先輩開業医からのアドバイス
医療法人たつみ内科クリニック　院長　辰巳 陽一氏

●  地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用 ［解説］ など
● 個別相談 ※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

参加費 無料　非会員 5,500円（当日入会時は無料）

診療所対象 新しく医療機関に勤められた方の研修会

新規開業を考える方のための講習会

お申込は
こちらから

参加者に
進呈
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両日とも定員に達しました。
次回の接遇マナー研修は夏
頃を予定しています。

比叡山より大原へ  行者回峰道を往く
日　時 5 月14日 （日）  

※前日夜の京都府南部の降水確率が60％以上の場合は中止

集　合  午前９時　叡山電鉄出町柳駅改札口
行　程  約10km　４～５時間程度
  出町柳駅＝八瀬比叡山口駅―ケーブル八瀬駅―ケーブル比叡駅―比叡山頂

駅～大比叡三角点～根本中道～浄土院～釈迦堂～玉体杉～横高山～水井山
～仰木峠～大原

参　加   要申込、無料（交通費自弁）※昼食・飲物・雨具などは各自ご用意下さい

第37回環境ハイキング

未来の考究のために
　書籍『七三一部隊と大学』と調査報道『ハンセン病患者　戦争中に人体実験』から、今
日と未来を見据えた人権と医の倫理をめぐる課題を明らかにし、未来に向けた「生き方」
「あり方」を問う学習講演会を開催します。

日　時   5 月27日 （土）  午後 2 時～ 4 時30分
形　式  Web形式（Zoomウェビナー）
参加費　無料
プログラム

祝辞　小泉 昭夫氏
　　　  （京都大学医学研究科名誉教授・公益社団法人京都保健会　社会健康医学福祉研究所長）

第１部　講　演　『七三一部隊と大学』 発刊に至る問題意識
　　　　　　　 　 講演者：吉中 丈志氏（公益社団法人京都保健会理事長・京都府保険医協会理事）
　　　　調査報道 『ハンセン病患者　戦争中に人体実験』 と医学部
　　　　　　　 　 講演者：岡本 晃明氏（京都新聞社論説委員）
第２部　対　談　 現在と未来のために　 対談者：吉中 丈志氏、岡本 晃明氏
QRコードまたはURLより事前にお申し込み下さい。
受付後、参加URLをお送りします。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/
WN_7pqjZDWRSRuMJjoA7dp-wA

実行委員会：きょうされん京都支部／京都保健会／京都民主医療機関連合会／
 　 京都府保険医協会
後援 ：きょうされん／全日本民主医療機関連合会／全国保険医団体連合会／京都新聞
お問い合わせ：京都府保険医協会

『七三一部隊と大学』 出版記念　医療従事者と市民のための学習講演会
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事務局休務のお知らせ

5 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日
（月）

９日
（火）

10日
（水）

― 〇 〇◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（水） 10日（水） 10日（水）

前日夜の京都府南部の降水確率が60％以上の場合は中止

発行所：京都大学学術出版会
編　者：吉中 丈志
2022年4月10日　初版発行

お申込は
こちらから

５月１日（月）、３日（水）
～７日（日）は、事務局
休務とさせていただき
ます。ご了承下さい。
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